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1緒 論

肺結核症ハ病竈 ソノモノニ極度 ノ錯雑性テ具ヘ

ルト共二、夫 レニ基因スル自鍋的及ビ他鍋的症

候二於テモ夢極度 ノ複雑性テ認 メルコ トル・臨休

上常二緻 スル事實 デアル｡之 等 ノ極 メテ復雑

シタ自他魔的症候 ノ大部分ハ其 ノ病原菌毒及 ビ

病竈ニ於テ破壊組織 ヨリ成生 スル種 々ノ蛋白質

分解産物 ガ結核個禮二吸牧セラレテ獲現 スルモ

ノデアルコトハ從束幾多 ノ研究ニヨリ立識 セラ

レタトゴロデアルの叉破壌組織 ノ蛋白質分解産

物乃至結核菌毒ガ植物性紳纏機能憂調乃至内分

泌腺機能異常殊二甲黙腺機能異常二参與 スルコ

トハ既二多クノ研究 ノ示 ス トコロニシテ、其 ノ

詳細ナル作用機轄 二關 シテハ未グ明瞭 テ鋏 ク貼

ハアルガド 癒 認 メ得 ル所 デアル.禰 シテ生禮

苧於テ結核ニヨ烙 種 ノ器官二機能異常ヲ惹蓮

スル時其 ノ結核個膿ハ新陳代謝攣調二陥 リ其 ノ

様相ハ基礎代謝異常 ヲ以テ表象セラレルコトハ

明瞭 デアル｡.勢

扱テ肺結核症 二於 ケル基礎代謝 ノ研究二就 テノ、

夙 二Nysten(1817),・M611er(1872)氏 以 來 多 薮

ノ研 究 業績 ガ アル ガ、 概 親 スル ニ肺 結 核 症 二於

テノ、基 礎 代謝 充進 ヲ認 メル モ ノ及 ビ大 禮 二於 テ

認 メ ナ イモ ノ ト ノニ派 二別 レ其 間 諸 説紛 々 タル

ノ歌 況 デ アル｡肺 結 核 症 二於 テ基 礎代 謝 充進 テ

認,メル モ ノニ ノ・Robinu.Binet(1901),Grafe

(1920、,C0rdier(1923),Maliva(1924),Vogel-

Eysern(1924),Lanz(1925),Kirchu.Schu慮

rth(1925),Roth(1926),Deisz(1929),Strieck

u.Urra(1932),菊 地(1929)、 近 藤(1936>、 前 田

(1936)、 社 本(1936)、 猪 狩 く1938)氏 等 ア リ｡之

レニ反 シ肺 結 核 症 二於 テハ基 礎 代 謝 充 進 ノ・必 ラ

ズ シモ認 メ得 ル モ ノデ ナ ク、 叉 充 進 ガ病 攣 機 轄

1・特 定 關 係 ラ有 セズ トスル モ ノニMcCannu.

Barr(1920),Vos(1927),Anthnyu.Kowitz

(1928),M乞kinen(1933),Bluhm(1935),矢 部

(1934)氏 等 ア リ｡

Grafe(1920)氏 ハ肺 結 核 症 二 於 テ基 礎 代 謝 充進

ラ認 メ+20%以 上 充進 ヲ以 テ 結 核 病 攣 機 轄 ノ
隆
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活 動 姓 タを コ トヲ示 指 スル モ ノデ アル トナ シ、

Lanz(1925>,Roth(1926>,前 田(1936)、 献 本

(1936>氏 等 モ基 礎 代 謝 充 遙 ヲ認 メ且 ツ夫 レガ活

動 牲 病 攣 機 韓 ト根 關 關 係 ノ ア ル コ ト ラ 指摘 シ

タ｡趾 本 氏 ハ更 二肺 結 核 症 二於 ケル基 礎 代謝 充

進ノ 原 因 ハ結 核 菌 毒 素 ノ作 用 ナ ラ ン トナ シ、菊

地(1929ル 氏 ハ其 ノ充 進 ノ原 因 ヲ 甲歌 腺機 能 充進

二求 メ、Cordier氏 ノ・甲歌 腺 機 禽旨充 進 及 ビ交 感

紳 経 系 緊 張 二求 メ、Deisz,猪 狩 氏 等 ハ植 物 性 神

経 系 緊 張 度 二關 聯 セ シ メテ ヰ ル｡之 ヲ要 ス ル ニ

多 ク ノ研 究 者 ハ肺 結 核 症 二於 ケル基 礎 代謝 ハ 正

常 乃 至 輕 度 ノ充 進 テ示 スコ トヲ認 メ、 而 テ充 進

シテ ヰル モ ノニ於 テ其 充進 ノ度 ハ罷 温 、脈 搏 、

呼 吸 、 病 竈 ノ量 等 二關 係 テ持 ヅモ ノデ ナ ク、 病

竈 ノ質 ソ ノモ ノニ關 連 シ、從 ツ テ赤 血 球 沈 降 速

度 ニー種 ノ平 行 關 係 テ有 スル トセ ラ レテ ヰ ル ノ

デ アツ テ、 更 二懸 テ肺 結核 症 患 者 ノ植物 性機 能

異 常 二就 テハ 古 ク ヨ リ幾 多 ノ論 設 力在 リ植物 性

機 能 異 常 バ ー 般 二認 メ ラ レル 所 デ ア リ、 且 ツ

Feldt,Schulz,Rosenberg,松 村 氏 等 ノ研 究 ニ ヨ

リ結 核 性 乾酪 攣 性 物 質 力生 龍 二毒 作 用 ラ有 シ植

物 性 紳 経 系 テ刺 戟 スル コ トカ示 指 セ ラ レ、小 田、

菊 地 氏 等 ハ 植物 性 碑 経 系 緊 張 異 常 ノ・呼 吸 瓦 斯

代 謝 ト密 接 ナ ル 關係 ニ アル コ トラ示 指 シタ ノデ

アツ テ、 結 核 組織 破 壊 ノ様 相 及 ビ結 核 菌 毒 産 生

駄 態 二從 ヒ、 之等 毒 性 物 質 ノ吸 牧 ニ ヨル結 核 個

燈 ノ縮 合 的反 慮 ガ或 ル モ ノニ於 テノ、基礎 代謝 異
ら

常 ヲ以 テ表象 セ ラ レル づ トハ 今 日迄 ノ研 究 ニ ョ

リ梢 々鮮 明 セ ラ レ束 ツ タ ノデ アル｡

肺 虚 脱 療 法 ト基 礎 代 謝 ノ關係 二就 テ先 人 ノ業績

テ渉 猟 ス ルニ人 工氣 胸 ニ ヨル基 礎 代 謝 ノ璽 動 二

就 テハ少 藪 ノ研 究 力有 ツ テ、 稻 田氏 ハ人 工 氣 胸

ニ ヨ リ患 肺 ノ牧 縮 ト共 二毒 素 ノ産 生 及 ビ吸 牧 ガ

制 限 セ ラ レ基 礎 代 謝 ハ當 然 低 下 シ得 ル可 能 性 ア

ル コ トヲ示 唆 シ、 一一方Salusu.Adler〈1928)

氏 等 ハ… 側 性 人 工 氣 胸 ガ基 礎 代 謝 二影 響 ヲ及 ボ

サ ズ ト報 告 シ、Bluhm(1935)氏 ノ實 験 成 績 モ同

様 ノ結 果 トナ ツ タ｡更 二Lanz(1925,氏 ハ人 工

氣 胸 ニ ヨ リ基 礎代 謝 ノ、低 下 スル テ認 メ、Herm-

usu.Rthttgers(1932)氏 等 ノ・人 工 氣 胸 テ長 時 間

綴緬 ス ル時 ハ 氣胸 施 行 前 二基 礎 代 謝 ノ充 蓬 シテ

ヰ タモ ノノ、低 下 シテ正 常 値 ム 復 蹄 ス ル ヲ報 告

シ、菊 地 氏 ハ人 工 氣 胸 施 行 前 基 礎 代 謝 ノ正 常 ナ

モ ノハ 氣 胸 ニ ヨ リ影響 ヲ受 ケ ナ イガ、 充進 セル

モ ノハ・概 シテ降 下 ス ル テ認 メ、且 ツ夫 レガ豫 後

二封 シテ或 ル指 標 トナ ル コ トヲ示 唆 シタ｡

近 時 肺 結 核 症 二 封 ス ル 外 科 的肺 虚 脱 療 法 ハ長

足 ノ 襲 展 チ 途 ゲ、 優 秀 ナ 治 療 数 果 ヲ 期 待 シ得

ル ニ 至 リ、 盆詠 進 歩 ノ途 上 ニ アル、 其 内 デモ胸

廓 成 形 術 ノ・人 工氣 胸 術 二封 癒 スル主 要 ナ位 地 デ

占 メル モ ノデ アル ガ、 之 レ ガ基 礎 代 謝 二及 ボ ス

影 響 二就 テ ノ記 載 ノ・實 二蓼 々 タル モ ノ デ僅 カニ

Lanz(1925)及 ビBluhm(1935)氏 ノ報 告 テ見 ルニ

適 ギ ナ イ、Lanz氏 ハ3症 例 ノ検 索 ニ ヨ リ基礎

代 謝 ハ胸 廓 成 形 術 ニ ヨ リ低 下 スル ト言 ヒ、Blu-

hm氏 ノ・4症 例 テ検 索 シ攣 化 テ認 メ ズ ト記 載 シ

テヰ ル カ、 何 レモ検 査症 例 僅 少 ニ シテ明 確 ナ ラ

ザ ル鮎 多 ク信 テ置 キ難 イ｡

肺 結 核 症 二封 シ外 科 的 肺虚 腕 療 法 ラ 施 行 ス ル

時 、 夫 レガ結 核 個膿 ノ全 機 的 機能 二及 ボ ス攣 動

ラ究 明 ス ルハ 本療 法 ノ研 究 二重要 ナ基 擬 的指 針

ヲ與 ヘ ル モ ノデ ア ル ト考 ヘ ル｡故 二余 ハ結 核 個

艦 ノ全機 的機 能 ノー 表像 デ ア ル基 礎 代 謝 二就 テ

胸 廓 成形 術 ガ如 何 ナ ル影 響 テ及 ボ ス カ、 即 チ病

竈 二於 ケル破 壊 組 織 蛋 白質 分 解 産 物 及 ビ結 核 菌

毒 ノ如 キ毒 性 物 質 ノ吸 牧 機 轄 二、 換 言 ス レバ肺

結 核 ノ活 動 性 二封 シ如 何 二影 響 スル カ ト言 フ問

題 ヲ検 討 スル タメ胸 廓 成 形 術 施 行 症 例 二就 テ本

検 索 テ企 圖 シタ所以 デ ァル｡

II呼 吸瓦斯代謝検索方法

測 定方法 呼吸瓦斯代謝測 定二使用 γ ク装置 ハ閉鎮

式測 定法二罵 ス〃Knipping氏 呼吸瓦斯代謝測定機

'

デ ァッテ、装置 ト被測定 者 ト ノ連 結 ハ護護製優 口具

ヲ介 ジタ｡測 定時季 ハ1年 ヲ通 ジ、測 定時室内温度ノ・

ゆ
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最高28℃ 最低8℃ デアツタガ可及的温度 ノ調節 ヲ

計 リ大多倣 ノモ 〃 ・25｡C～15℃ ノ範園 内二於テ測

定 ンタ｡被 測定者二封ス〃前虞置 ト ンテ ハ測 定前 日

二於 ケ〃薬物 ノ使用 ヲ禁 ジ、 夕食餌 ノ肉類 ヲ避 ケ シ

メタ以外 ハ所 定 ノ術式二掬 、測 定 ノ2時 間前 甥 安

静臥脈 ヲ命 ジタ｡

測定値 ノ計 算ハ10分 間 ノ酸素清費量及 ビ炭酸瓦斯排

出量vaリ 呼吸商 ヲ求メテK熱ipping氏 ノ酸素熱當量表

maり呼吸商二封ス ル被測定者1日 ノ代 謝量 ヲKalorie

二換算 ンテ之 レヲHarris-Benedict氏 ノ標準基礎代

謝値 二比較 ン其 ノ墳減 ヲ%ヲ 以 テ示 ジク｡

測定資料 國立結核療養所 村松晴嵐荘二 於 テ療 養中

ノ結核除役軍人94名 及 ビ非軍 人2名 、計96名 デ アツ

テ、其 ノ年齢 ハ20歳 乃至39歳 二亙ル男子肺結 核症

患者デ アノレ、且ツ全テガ可成 り長期 間 二亙 り嚴密 ナ

ル・臨抹経過観察 ヲ繹 タモ ノデ アル｡

m肺 結核症患者ノ基礎代謝

呼吸瓦斯代謝 テ測定 シタ96症 例 ノ肺結核症患

者ラ其 ノ臨抹所見上病症 ノ駄態二依 リ、停止性

輕症患者、重癒患者及ビ胸廓成形術適慮症患者

ノ3群 二分括観察スル｡・

第一群 停止性輕症患者

村松晴嵐荘二於テハ昭和14.年 後期以來嚴格ナ

組織的作業療法 ヲ實施 シテヰルガ之ノ療養段階

ニ アル患者ハ概 ネ停止性肺結核症患者デアツテ

主 トシテ農園藝、畜産及 ビ事務的作業二服スル

モノデァル｡如 上 ノ患者 ノ内停止性輕症患者 デ

アツテ嚢病以東何等 ノ肺虚脱療法 テモ施行セラ

レタコトノナイモノノ任意 ノ20名 二就 キ測定

シタ呼吸瓦斯代謝値Z ,3表 二於 テ示 ス｡而 テ本

測定 ノ資料 トナツタ20症 例 ノ内16症 例ハ胸部

「レ」線像上限局性 ノ増殖性停止性病竈ラ有 シ
、

4症 例ハ胸膜炎 ノ謹跡 テ有 シ、赤血球沈降速度

ハ1時 間値二於テ10mm～15mmノ 弱促蓮値

ヲ示スモノガ3症 例存 スルモ残絵ハ正常値 ヲ示

シタ｡本 表ヲ通覧スルニ基礎代謝卒ノ・最高+

9・5%、最低 一4.8%デ アツテ全例正常値範園内

二在ツテ1例 ガ正常値 ノ高界二在ルヲ示 シタ｡

帥チ限局性停止性病竈 ヲ有 シ登熱、 赤血球沈

降速度促進等 ノ症候ヲ認 メナイ輕症肺結核症患

者 ノ基礎代謝ハ充遙セズ、概 ネ正常値ニアルコ

トテ認 メ得ル｡

第二群 重症患者

胸部 「レユ線像上著明廣範園 ノ病竈陰影テ謹明

シ、其他 ノ自他魔的症候 モ著明デアル臨林上重

症二属スル患者 ノ内、嚢病以東何等 ノ肺虚脱療

ダ

法 テモ施 行 セ ラ レテヰ ナ イ患 者 ノ任 意 ノ20名

二就 キ側 定 シタ呼 吸 瓦 斯 代 謝 値 ヲ3表 二於 テ示

ス｡帥 チ基礎 代 謝 卒 ノ・最 高 十23.2%、 最 低 一5｡2

%デ ア ツ テ 十10%以 上 ノ充 進 ヲ示 シ タ モ ノ8

例 、 ±5%以 内 ノモ ノ11例 、 正常 値 ノ最 高 界

ニ アル モ ノ1例 ナ ル結 果 テ得 タg即 チ余 ノ側 定

資 料 二振 レバ所 謂 重 症 肺 結 核 症 患 者 ノ基 礎代 謝

ハ正 常 デ ァル カ或 ノ輕 度 ノ充 進 乏示 ス モ ノガ多

ク、 低 下 セル モ ノノ・之 ヲ認 メ得 ナ カ ツ タ.

更 二基 礎 代 謝 値 ト赤 血 球 沈 降 速 度 値 トノ關 係 テ

見 ル ニ基 礎 代 謝 充 進 症例8例 中赤 血 球 沈 降速 度

ノ 】時 聞 値10mm以 上 促進 セ ル モ ノノ・7例 存 シ

1例 ノ・正 常値 ヲ示 シタ｡基 礎 代 謝 正 常 デ アル12

例 中11例 ノ・赤 血 球 沈 降 速 度 促進 シ、而 モ其 内3

例 ノ・高 度 ノ促 進 ラ示 シタ ノ デ ア ツ テ基 礎 代 謝 充

進 症例 ノ・概 ネ赤 血 球 沈 降遽 度 促 進 シ テヰ ル ガ、

本 症例 テ以 テノ・基 礎 代 謝 充 進 度 ト赤 血 球 沈 降 速

度 促進 度 トノ間 二特 定 ノ關係 ヲ認 イ得 ナ イ.

次 二禮 温 トノ關 係 テ見 ル ニ、 基 礎 代 謝 充 進 例8

例 中37℃ 以 上 ノ有 熱 患 者 ハ5例 デ他 ノ2例 ハ

37℃ 二達 シナ ィ カ梢 々高 ク、le例 ハ正常 デ アツ

タ｡基 礎 代 謝 正 常 例12例 中37℃ 以 上 ノ■ ノ

ハ3例 、37℃ 二達 シナ イガ梢 支高 イモ ノ4例 、

正 常 デ アル モ ノ5例 デ アツ タ｡基 礎 代 謝 充進 例

ノ・概 ネ有熱 デ ァツ タ ガ、 本 症例 テ以 テ基 礎 代 謝

充 進 度 ト禮 温 ノ間 二特 定 ノ關係 ヲ認 メ得 ナ イ｡

胸 部 「レ」線 像 ヨ リ見 タ肺 病 竈 ト基 礎 代 謝 トノ關

係 ノ・、 基 礎 代 謝 充 進 例8例 申7例 ハ主滲 出 性 ト

認 ムベ キ陰 影 テ示 シ、1例 ノ・主 壇殖 性 ト認 ムベ
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キモノデアヅタ｡更 ユ基礎代謝正常例12例 中

3例 ガ主滲出牲 ト認 ムベキモノデアリ、9例 ハ

主塘殖性 ト認 ムベキモノデアツタ｡而 テ基礎代

謝充進テ認 メタ滲出性病竈ヲ有 スル7症 例二就

テ胸部「レ」線像上二於 ケル病竈 ノ廣独iト基礎代

謝充進度 ノ間二關係 テ見ルニ其間何等特定 ノ關

係ヲ有 セズ、更二亦コノ7症 例 ト主滲出性 ト認

ムベキ病竈 テ有 シ正常基礎代謝 ヲ示 シタ3症 例

ノ胸部「レ」線像比較二於 テモ同様二何等 ノ特定

關係 デ見ルコトナク、帥 チ基礎代謝充進ハ病竈

ノ廣狭二關係 テ有 スルモノデナク、主 トシテ病

竈 ノ質二關係ヲ有 スルモノノ如 ク、滲出性 ト認

ムベキ病竈 ヲ有 スルモノノ・概 ネ輕度 ノ基礎代謝

充進 ラ認 メ、…部 ニハ正常デアルモノモアルコ

トヲ認 メ得ル｡

第三群 胸廓成形術適鷹症患者

胸廓成形術 ノ適鷹症二就 テノ・幾多 ノ記載 ガ在 リ

再言スルヲ避 ケルガ、吾 々ノ本手術施行資料ノ・

原則 トシテハ「レ」線像上及 ビ理學的所見上一側

賄二主 トシテ増殖性室洞性病漿竈ヲ有 シ封側肺

力健康 デァツテ、爾他器宕二機質的攣化、機能

障碍等ヲ認 メズ、活動性 ノ外科的結核症 ヲ合併

シナイモ ノデアルガ、封側肺二少許 ノ病攣 ラ有

スルモ夫 レガ相當期間観察エヨリ停止性乃至治

癒性傾向 デ示 スモノノ・許容 シタ｡胸 廓成形術 ノ

適慮症例 トシテ本手術テ施行 シタモノノ術前二

於 ケル呼吸瓦斯代謝値 ラ4表 二於 テ示 ス｡

即チ胸廓成形術適鷹症例56例 二於テ基礎代謝

卒 ノ・最 高 「ト25.8%(Nr.48)、 最 低 一6.3%(Nr.

22)ノ 間 二 花 ヅ テ 十10%以 上 ノ充 遙 ラ 示 シ タ モ

モ

ノハ25例 存 シ残 鹸31例 ハ 十9.5%～ 一一6.3%

ノ間 二 在 リ、 内23例 ハ ‡5%ノ 間 二在 リ、 正

常 値 ノ上 界 二接 近 セ ルモ ノ3例 ヲ認 ム｡

基 礎 代 謝 ノ 十10%以 上 充進 症 例25申 胸 部 「レ」

線 像 上 圭 病 竈 テ壇 殖 性 ト認 メル モ ノハ12例 ニ

シ テ其 内6例 ハ封 側 肺i少 許 ノ 撒布 竈 ヲ 有 シ

タ｡壇 殖 性 主 病 竈 二多 少 滲 出性 傾 向 ヲ樽 ビ タ陰

影 テ混 ヘ ル モ ノハ13例 ヲ認 メ其 内6例 ハ封 側

肺 二少 許 ノ撒 布 竈 ヲ 認 メ タ｡次 ユ 基 礎 代謝 卒

十9,5%～-6.3%ノ 間 ニ アル 正 常 症 例31例A

於 テ ハ主 病竈 ガ増 殖 性 ト認 メ得 ル モ ノハ30例

存 シ、其 内8例 ハ 封 側 肺 二 少 許 ノ 撒布 竈 ヲ有

シ、残 飴 ノ1例 ハ 主病 竈 ニ滲 出 性傾 向 ヲ帯 ビタ

陰影 ヲ混 ズ ル ラ認 メ タ｡コ ノ側 定 症例56例 ノ

禮 温 ノ・全 例 共 二側 定 時 平熱 獣 態 ニ 在 ツ タ モ ノ

デ、 本症 例 千於 テノ・基 礎 代 謝 値 ト艦 温 ノ間 二特

定 ノ關係 ラ認 メ得 ナ イ.亦 血 球 沈 降 速 度 ノ・基礎

代 謝 十10%以 上 充 進 症 例25例 二於 テ1時 間値
　

10mm以 上 ノ促i進テ 認 メ ル モ ノ ノ・18例 存 シ
の

10mm以 下 ノ正 常 値 テ示 スモ ノノ・7例 存 シタ｡

更 二基 礎 代 謝 ノ正 常 値範 園 内 二在 ル31例 中赤

血 球 沈 降 速 度1時 間値10mm以 上 ノ促 遙 ヲ 認

メル モ ノノ・19例 、10mm以 下 ノ 正 常 値 テ 示 ス

モ ノハ12例 存 シ タ｡而 シデ基 礎 代謝 充進 度 ト

赤 血球 沈 降速 度促 進 度 ト ノ間 二何 等 ノ特 定 關 係

ラ認 メ得 ナ イ｡

IV肺 結核症患者 二於ケル呼吸商

呼 吸 瓦 噺 代謝 ヲ側 建 シ タ肺 結 核 症 患者96症 例

ノ呼吸 商 二就 キ観 察 スル ニ、 第一 群 停 止性 輕 症

患 者20例 二於 テ ノ・呼 吸 商 ハ 最 低0.71、 最 高

0｡98ニ シテ呼 吸 商 ノ正 常 値0.82～0.85以 上 テ

示 スモ ノノ・20例 巾14例 存 シ、其1有0.90以 上 ノ

高 値 デ示"・・モ ノガ7例 存 シ、0.80ヲ 示 シ タモ ノ

2例 、夫 レ以 下 ノ低 値 ヲ示 シ タモ ノハ4例 存 シ、

・O.70以 下 ノ甚 シク低 値 テ示 シタモ ノハ認 メズ｡

呼 吸商 ノ全 例 二封 ス ル算 術 平均 ハ0.87デ アル.㍉

第 二群 重 症 患 者20例 二於 テ ノ・呼 吸 商 ハ最 低

O.68、 最 高0.92ニ シテ正 常値 以 上 ヲ示 ス モ ノ

ノ・8例 、O.90以 上 ノ高値 ヲ示 スモ ノノ・僅 ユ2例

存 シ、0.80以 下 ノ低 値 テ示 ス モ ノハ著 シク多

ク12例 イrシ其 内2例 ハ・0｡68ナ ル1甚シイ低 値 テ

示 シタ｡呼 吸 商 ノ全 例 ・二封 スル算 術 平 均 ハ0.79

プ ア ルレゆ φ

第三群 胸鄭成形衛適慮症患者56症 例二於テ

ハ呼吸商ハ最低0.66、 最高0.97デ アツテ正常
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値 以上 テ 示 ス モ ノハ23例 ニ シ テ 其 内2例 ハ

0.90以 上 ノ高 値 テ示 シ タ｡0.79～O.70ノ 低値 ラ

示 シ タモ ノノ・24例 、0.69以 下 ノ甚 シ イ低 値 テ

示 シタモ ノ ガ4例 存 シ タe、

第 一群 及 ビ第 二 群 ノ比 較 二於 テ重 症 患 者 ノ呼 吸

商 ハ停 止 性 輕 症 患 者 ノ呼 吸商 ヨ リモー 般 二低 値

ラ示 シ、 正常 値 平 均0.82～O.85ヨ リモ低 イ値

テ示 ス モ ノガ多 クO,79以 下 二低 下 スル モ ノ ア

ル デ認 メルレ｡而 テ之 ラ第 三 群 二就 テ見 ル モO・79

以 下 ノ低 値 ヲ示 スモ ノハー 般 的 二見 テ全 身状 態

ガ正 常値 乃 至夫 レ以 上 ノ値 テ示 スモ ノニ比 シ不

良 デ ア ル事 實 ヲ認 メ得 ル｡

V胸 廓成形術ノ呼吸瓦斯代謝二及ボス影響

.胸廓 成 形 術 適 庶症 患者56症 例 二就 テ術 前 二於

す ル基 礎 代謝 値 ノ検 索 成績 ハ前 項 二於 テ記 載 シ

タ如 ク十10%以 上 、 十25｡8%迄 ノ間 ノ充 進 ヲ示

スモ ノノ・25例 存 シ、 十9.5%～-6｡3%ノ 間 二

在 ル モ ノハ31例 存 シ、 異 常 二低 下 シタ モ ノテ

認 メ得 ナ カ ツ タ｡之 等 ノ患 者 二胸 廓 成形 術 ヲ施

行 シタ後 、 呼吸 瓦斯 代 謝 二如何 ナ ル攣 動 テ招 束

スル モ ノデ アル カテ観 察 スル爲 、術 後経 過 ラ逐

ヒ適 宜 ノ期 間 ヲ置 イテ追 跡 測 定 シ タ｡術 後 親 察

期 間 ノ最 長 ナ ル モ ノハ3ヶ 年 、 最 短 ナル モ ノノ・

1ケ 月 デ アツ テ、1/2年 以 上 二亙 リ側 定観 察 シ タ

モ ノノ、45症 例 存 ス ル｡

一 般 二胸 廓 成 形 術 ハ手 術 的侵 襲 ソ ノモ ノ ガ極 メ

テ大 デ ア リ、 骨 及 ビ軟 部組 織 ノ挫 滅 セ ラ レル コ

ト高 度 デ ナル ハ論 ラ挨 タメ ト コロ デ ア ツ テ、 術

後 直 チニ骨 、 筋 等 ノ挫滅 組 織 ノ分 解 産 物 吸 牧 二

由 リ生 罷 ハ之 二封 シテ反 磨 シ、植物 性機 能 異 常 、

赤血 球 沈 降遽 度 促進 等 ノ症 候 テ示 ス コ トハ 外 科

手術 二際 シ 日常観 察 スル所 デ アル ガ｡之 ノ生 盟

反慮 力其 ノ個 禮 ノ基 礎 代 謝 異 常 テ惹 起 スル コ ト.
ミ

モ亦推理 シ得 ル所 デアル｡外 科的侵襲 ノ基礎代

謝二及ボス影響二就 テ文獣 ヲ渉猟スルニ、之 ノ

部面二關スル外科學者 ノ研究ハ蓼々タル状態 デ

アルs吾 ガ國二於 テ長内氏(1933)ノ、諸種 ノ外科

手術施行例二就テ観察 シ、無菌的手術二際 シ外

籍的侵襲 ノ基礎代謝二及ボス影響ハ凡 ソ1週 間

テ限度 トシテ蔽 シ、上昇 シタ基礎代謝ハ全 ク

正常範園内二入ルト記載 シ.團 野氏(1938)ノ・骨

損傷患者 ノ呼吸瓦斯代謝 テ検索 シ、骨損傷患者

二於テ呼吸瓦斯代謝 ガ上昇 シ、軟部組織 ノ附随

挫滅 ヲ俘 フ時ハ更二著明 ノ上昇ラ束 シ、充進状

態ノ・4日乃至2週 間持績 シ以後急激二降下 シテ

正常範園二復蹄 スル事實及ビ更二創傷感染、禮

腔内出血等ヲ合併スル時ハ異常 ノ充進 ト共二容

易二正常範園二復蹄 シナイ事實 ヲ報告 シタ｡胸

廓成形術ノ・肋骨及 ビ其 ノ周園 ノ軟部組織 ラ挫滅

勉 コ磯 デアリほ ツ余ノ、手術手技上肋骨蔵

除 後 肺虚 睨 ニ ヨ リ生 ズル相 當 大 ナ ル死 腔 内瀦 溜

液 二封 シテ排液 管 ヲ使 用 シナ イ場 合 ガ多 ク、 胸

部 「レ」線 検 診 上瀦 溜 液 ハ概 ネ1ケ 月聞 存 在 スル

テ認 メ ル ガ、斯 ル外 科 的侵 襲 ニ原 因 ス ル呼 吸 瓦

斯 代謝 ノ充進 か相 當 高 灌 二達 シ、 且 ツ相 當期 閣

持 緬 スル コ トノ、推 論 二難 クナ ク、 實 験例 二於 テ

モ第13手 術 日二測 定 シ タ1例(Nr.19)ル ・著 シ

イ充進 ラ認 メル｡故 二結 核 二原 因 ス ル本 束 ノ基

礎 代謝 攣 動 ハ外 科 的 侵 襲 其 モ ノ ノ影 響 ノ退潰 後

二 於 テ測 定 スル テ要 ス ル コ トハ當 然 デ アル｡余

ノ・概 ネ「レ」線 像 上 胸 膜 外瀦 溜液 ノ清 失 シ、雨 身

款 態 ノ安 定 セル後 二於 テ測 定 ヲ實 施 シタ｡伺 本

検 索 資 料 二於 テノ・二次 的 創 傷感 染 ヲ起 シタ モ ノ

ハ 皆無 デ アル｡

實 施 シテ胸 廓 成 形 術 ノ、TotalePlastik4例s

SubtotalePlas七ik9例 、 及 ビObereTeilpla-

stik43例 デ ア ツテ手 術 術 式 ノ・Paravertebrale

Methode(Sauerbruch),Paraverte'bral-subska-

pulareMethode(Brauer),Vordereobere

Brustwand-mobilisierung(W.Schmidt),Axi-

11areErg翫zungsplastik(Sauerbruch),Para-

vertebral-subskapulareThorakoplastikmit

Apiko-pneumolyse(Corrylos,Hein>,Thorak一
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oplastikmitextrafaszialeApikolyse(Semb)

及 ビ其 ノ攣 法 ガ霊 ナ ル モ ノデ ア ツテ、之 ノ内16

症 例 二於 テ横 隔 膜 神輕 癬 痺 術 ヲ合 併 施 行 シ タ、

而 テ死 亡症 例 ハ6例(手 術 死2例 、 早期 死1例 、

晩 期 死3例)テ 有 シ之 等 二就 テ ハ晩 期 死1例 ヲ

除 イテハ 術 後 ノ測 定 テ訣 ク｡

以 上 ノ條 件 ニ ヨ リ胸 廓 成 形 術 施 行 患 者 二就 キ測

定 シ タ呼 吸 瓦斯 代 謝 値 ヲ表 二於 テ示 ス｡

本 表 ヲ通 寛 スル ニ生 存症 例51例 二於 テ術 後 基

礎 代 謝 寧 ノ最 高 値 ハ 十19.6%(Nr,11)、 最 低 値 ノ・

-12 .025(Nr.47)デ ア ツ テ術 前基 礎代 謝 ノ 十10

%以 上充 進 ヲ示 シタ モ ノハ22例 ラ算 シ 十25,8

%(Nr.48)ヲ 以 テ最 高 トスe十6%～ 十9%ノ 間

二 在 ルモ ノ7例 、 ±5%ノ 聞 二・在 ル・モ ノ21例 、

-6%以 下1例 存 シ タ ノデ ア ル ガ之等 ノモ ノガ

胸 廓 成 形術 後 二於 ケ ル攣 動 ユ就 テハ 、 術後 低下

ス ル モ ノ及 ビ攣 動 ヲ束 サ ナ イモ ノ ノ2類 テ認 メ

ルレ⇔

即チ各症例二於 ケル=最後 ノ測定値二糠 リ、術前

二示 シタ基礎代謝値工封スル攣動 ヲ症例撒 テ以

テ徳括 スレバ1表 ノ如クデアルe

1表 及ビ4表 ヲ通覧 シ次 ノ結果 ヲ認 メ得ル｡

表1
研～ ～ 術

術 前 、㍉ ～

十1000-十25.8%

十6ρ6-十9%
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勘 チ術 前 基 礎 代謝 十10%以 上 ノ充進 テ示 シタ22

例 ノ内術 後 尚 ホ十10%以 上 ノ克進 テ示 スモ ノハ

3例(Nr.11｡25.48)十6%～ 十9%ノ 間 二 在 ル モ

ノ、 即 チ大 禮 正 常 値 二復 蹄 シ タガ其 ノ高 域 二 在
も

ル モ ノ2例 、 ±5%ノ 間 二、 即 チ全 ク正 常 値 二

復 蹄 シタ モ ノ13例 、-6%以 下 二低 下 シタ モ ノ

4例 デ アツ テ、術 前 二於 テ基 礎 代 謝 充進 症 例22

例 ノ内3例 ハ術後 爾 ホ憂 動 テ束 サ ズ、 麦鱒 ノ、低

下 シ、 内13例 ハ標 準 値 ト土5%以 内 二於 テー 致

ス ル迄 二至 ツ タe次 二術 前 十6%～ 十9%ノ 間 二

在 ツタ モ ノ7例 ハ 衛 後5例 ガ±5%以 内 二、2

例 バー6%以 下 二低 下 シ タ｡術 前 ±5%以 内 二

在 ツ タモ ノ21例 ノ・術 後 殆 ン ド攣 動 ヲ認 メ ズ.

依 然 ±5%以 内 ニ アル モ ノ16例 、-6%以 下 二

低 下 シ タモ ノ5例 デ アル｡術 前 一一6.3%ヲ 示 シ

タモ ノ1例 ノ・術 後 一1.8%ヲ 示 シ全 ク正 常値 ニ

ア ル 登

術 前 十10%以 上 ノ基 礎 代謝 充 進 ラ示 シ タモ ノノ

胸 廓 成 形 術 後 ノ降 下 黙 態 ヲ看 ル ニ9例(Nr・35,

36,41,45,46,47,50,56,57)ハ 術 後 急 激 二正 常 値

界 域 二降 下 シ、5例(Nr、24,38,40,44,51>ノ ・梢

　

k緩 慢 二降 下 シ タ6各 症 例共 二測 定 時期 ニ ヨ リ

基 礎 代 謝 値 ノ多少 ノ動 揺・テ認 メル ガ、 特 二動旛

ハ甚 シ イ モ ノノ・1例(Nr.17)存 シタc

即 チ生 存 症例51例 二於 テ胸 廓 成 形 術 前 二基 礎

代 謝 ガ正 常 デ ア ツ タ29例 ノ・術 後 二於 テ モ概 ネ

正 常 デ アル コ トザ認 メ、 術 前 二於 テ充 進 ヲ示 シ

タ22例 二就 テノ・術 後17例 ガ正 常 二復 蹄 シ、 其

内13例 ハ 標 準 値 ト ±5%以 内 二於 テー致 スル

ニ 至 リ,2例(Nr.10,47)ガ ー-10%以 下 二低 下

シ タ｡而 テ術 後 急 激 二降 下 シタ モ ノノ・9例 、稽

て緩 慢 二 降 下 シタ モ ノル・5例 、及 ビ術後 モ依 然

充進 歌 態 ラ保 ツ モ ノハ3例 ヲ認 メ タ｡
な

酸 素 清 費 量 及 ビ炭酸 瓦斯 排 出 量:胸 廓 成形 術 二

依 リー 側 肺 ノ虚 腕 二關聯 シ瓦斯 交 換 ノ攣 動 ハ、

酸 素 消 費 量 二於 テ減 少 シ タモ ノ30例 、殆 ン ド影

響 デ受 ケ ナ イモ ノ16例 、檜 加 シ タモ ノ5例 デ

ア ツ テ、16例 が著 明 ノ減 少 ヲ認 メ タ｡炭 酸 瓦斯

排 出 量 二於 テ ノ・術 後 減 少 シ タモ)ハ24例 、殆 ン

ド影 響 ラ受 ケ ナ イモ ノ17例s増 加 シタモ ノ10

例 デ ア ヅ テ、9例 ハ梢 ≧著 明 ノ滅 少 ヲ認 メタ｡'

海豊温:胸 廓 成 形 術 後 、 呼 吸 瓦 斯代 謝 測 定 時盟 温

〆
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ガ37.1℃ ヲ示 シタ1例(Nr.53♪ ノ・基礎代謝ハ

正常値 ヲ示 シ、残籐ハ平熱黙態ユ在 り、本測定

症例二於 テノ、禮温 ト基礎代謝値 ノ間二特定 ノ關

連 ノ有無二就キ噺定 シ難｡

呼吸敷及 ビ胸廓呼吸運動:胸 廓成形術晶依 リ肋

骨戴除後、胸廓 ノ呼吸運動ハ手術直後轟於 テノ、

概 ネ奇異呼吸蓮動 ラ螢 ミ、時二重篤ナル状態二

路 ルコトモアル夙 斯ル高度 ノモノモ術後概 ネ

2週 間以内二恢復 スルテ常 トスル｡而 テ其後ハ

術側胸廓バー購 吸運動徹 除 セルカノ観 アル

モ「プノイモグラム」ヲ探録 シテ検 スルニ極 メテ

僅 カノ奇異呼吸運動ヲ可成 リ長期間綴績 スルテ

屡 ≧認 メル｡斯 ル呼吸蓮動 ノ異常ガ呼吸歎二及
も

ボ ス影 響 ノ・僅 少 デ ァツ テ、 本 測 定資 料 二於 テ ノ・

51例 中41例 自Pチ大 部 分 ハ殆 ン ド攣 化 セ ズ、3

例(Nr.34,36,47)ノ ・術 前 二 呼 吸撒 ノ増 加 テ見 タ

モ ノデ ァル ガ、 之 等ハ 術 後 著 明 二減 少 シタ｡小

澤氏(1937)ハ 動 物 實験 上横 隔膜 辞 経 麻 癖 術 後 胸

廓 ノ呼 吸 運 動檜 大 ハ基 礎 代 謝 テー 過 性 二充進 セ

シメル ト報 告 シ タ｡本 測定 資 料 二 於 テ モ5例

(Nr.7,13,22,37,50ル ノ・横 隔 膜 示申経庶 痺 術後 基

・礎 代 謝 ノ充進 セル ラ認 メル ガ
、2例(Nr.21,35)

ノ・何 等 坑 進 テ認 メ ズ、胸 廓成 形 術 後封 側胸 廓

ハ代 償性 呼吸 運 動 増 大 テ見 ル ガ
、其 ノ爲 基 礎 代

謝 ガ充進 セ リ ト考 へ得 ル モ ノノ・経 験 セズ｡余 ノ

検 索 資料 二就 テ ノ・基 礎 代謝 ト呼 吸敷 及 ビ呼 吸 蓮

動 ノ聞 二特 定 ノ關 連 テ認 メ得難 イ｡

版搏 藪:胸 廓 ノ縮 小及 ビ肺 虚 腕 二 由 リ心臓 二封

スル影 響 ハ充 分 考 慮 テ彿 フベ キ ア デ ア リ特 二 心

筋 障碍 ノァル モ ノノ・深 甚 ノ注 意 テ彿 フ必 要 ガ ア

ル｡余 ノ症 例 二於 ケ ル検 索 二糠 レバ術 前 二於 テ

稽 丸著 明 ニ脈 鰍 ノ多 イ モ ノ12例(Nr.27,39,

41,42,45,46,48,50,51,53,56,57)中5例(Nr.

27,41,42,53,56)ノ ・術 後 急 激 二正 常 脈 搏 薮 二滅

少 シ、 其 内2例 ハ基 礎 代 謝 ノ低 下 チ認 メ、3例

ハ基 礎 代 謝 二墜 化 ナ ク、 残絵7例 ノ内5例 ハ 多

少基 礎 代 謝 ノ降 下 ヲ認 メ、1例 不攣 、1例 上

昇 テ示 シ タ,術 後 脈搏 藪 ノ憂 化 プ示 シ タモ ノノ・

陛 少 デ ア ツテ51例 申26例 、 帥 チ略z半 撒 ノ・特

別 ノ攣化ナク、13例 ハ多少 ノ攣動 ヲ示 スト難モ

正常脈搏撒 ノ前後二近接 シテヰル ノデアツテ、
'脈搏藪及 ビ其動揺 ト基礎代謝 ノ間ニハ、脈樽撒

80以上二達スルモノハ基礎代謝充進 ヲ認 メルコ

トガ多イガ、夫 レ以外 二特定關係 ヲ認 メ難 イ｡

赤血球沈降速度:非 特異性生物墾的反磨 デアル

赤血球沈降速度ハFahreus(1918)氏 力妊娠診断

二慮用 シテ以來、理論拉二臨 沐二關連 スル研究

業績ノ・著 シク多数 デアルガ本反慮 ガ生艦内二於

ケル組織破壌二關連スル非特異反慮 デアツテ、

殊二結核症二於 テ其病勢デ診定 スル上ニ於 テ訣

クベカラザル重要 ナ補助診断法 タル ノ位置 テ占

メルノ・一般二承認セラレテヰル所 デアル｡余 ハ

胸廓成形術適慮症肺結核症患者二就 テ術前、術

後二呼吸瓦斯代謝 ヲ測定 スル ト共二Westerg-

ren氏 法二依 リ赤血球沈降速度 ラ測定 シ、手術

数果判定 ノ資料 トシタ｡本 反磨ガ生罷内組織破

壊吸牧 二俘 フ非特異性生物學的反慮 デ ア ル ガ

鳳 胸廓成形術 直後手術創二於ナル破壌組織 ノ

修復機輔 ノ完了 シナイ間ノ・赤血球沈降速度 ノ異

常促進ヲ認 メノレコトノ・検査成績二於テモ謹セラ

レ、且 ツ促進度ノ・其 ノ個膣 ノ結核病攣機轄 ソル

モノニ由束 スルし赤血球沈降速度テ覆 フテ充分 デ

アル｡手 術創傷乃至外傷 ト本反慮ニ關スル研究

ハ少藪 ラ見ルコトガ出束ルカ、夫 レ等ニ振 レバ

要スルニ受傷後二於 ケル赤血球沈降速度ノ・組織

損傷 ノ程度二關連 シテ促進 シ正常二復 スルニノ・

長 日時ヲ要 スル ト云 フ黙ニー致 スル｡余 ノ胸廓
一成形術施行症例二就テ ノ調査二稼 レバ、一般二

手術後高度 ノ促進テ示 シ、合併症無 キ時ノ・概 ネ

4～5週 聞ニシテ手術創二由ル影響 テ睨 スル｡

從 ッテ手衛術式 ト可成 リノ關連 テ持 ッモノデァ

ツテ、肋骨載除後 ノ死腔 二排液管テ播 入スル時

ハ赤血球沈降速度ハ比較的急速 二帳復 シ、排液

管 テ使用 シナイ時ノ・死腔二器液 ノ瀦溜 スル ト共

二比較的長時間促進獣態テ保 ツ如キデアル｡余
ハ衛後赤血球沈降速度ガ可及的原値ニ近接 シ手

術創 ノ影響 ノ清失乃至輕滅 セル時期 ヨリ経過 テ

追跡 シ婁虻次二亙 り呼吸瓦斯代謝 ヲ測定 スル ト共
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二赤血球沈降速度テ検査 シテ4表 二示 ス結果テ

得 タ.衛 前二於 テ赤血球沈降速度 ノ促進テ認メ

タモノノ多 クハ胸廓成形術完了後二於テ手術創

傷 ノ影響ヲ股 スル ト共二正常値限界内二復蹄ス

ル｡鈴 木、本多、大谷,Neumann,Frederick

氏等二從 ヅテ1時 間値10mm以 上ラ促蓮セル

モノトシテ観察スル時、術前二於テ赤血球沈降

速度促進ラ示 シタ35例 中21例 ノ、胸廓成形術 ノ
へ

完 了 ト共 二急 速 二正 常 値 限 界 内 二復 蹄 セ ル ヲ認

メ,残 絵14例 中8例 ハ衛 後 爾 ホ促 進 セ リ ト錐

モ術 前 値 ニ比 シ著 シ ク逞 延 シ6例 力著 明 ノ愛 化

ナき カ、 輕 度 ノ増 加 テ示 シテ ヰ ル｡而 モ増 加 ラ

示 シ タ3例(Nr｡46,58,60>ノ 、何 レモ術 後 経 過 日

撒 僅 少 ノモ ノデ ア ッテ手 術 的 侵 襲 影 響 ノ残 留 テ

顧 慮 ス ル必 要 ノ アル モ ノ ノ ミデ ア ル.故 二胸 廓

成 形 術 ハ赤 血 球沈 降 遠 度 二關 ス ル観 察 ニ ヨ レバ
　

結核個禮二極 メテ良好ナ影響 ヲ齎 シ得ルト言 フ

モ差支ナイ.

更二肺結核症二於 ケル基礎代謝 二就 テノ研究報

告 テ見ルニ基礎代謝充進 ト赤血球沈降速度促進

トノ間轟平行關係 ノ成立スルヲ認 メルモノガア

ルガ、余 ノ症例二於 ケル調査ムヨレバ、停止姓

輕症患者20例 、重症患者20例 及 ビ胸廓成形術

適癒症患者56例 ノ術前値二就 テ基礎代謝値及

ビ赤血球沈降速度 ノ間ノ關係 ラ看ルニ、赤血球

沈降速度1時 間値10mm値 以上 ノモノ59例 中

基礎代謝 ノ+10%以 上充進 セルモノカ25例 、+

10%以 下ノモノガ34例 デアツテ、叉基礎代謝

ガ+10%以 上充遙セルモノ33例 中赤血球沈降

速度1時 間値10mm以 上 ノ1ノ ノ・25例 存シ

タ.帥 チ基礎代謝 ノ充進 シテヰルノノ、概ネ赤血

球沈降速度ガ充進 シテヰルガ、赤血球沈降速度

ノ促進 テミルモノガ必 ラズシモ基礎代謝充進ラ
へ

示 サズ｡次 二個々 ノ症例 二就キ雨者 ノ藪値 ヲ比

較スルニ基礎代謝充進度 ト赤血球沈降速度促進

度 トノ間ニー定 ノ關係テ認 メ難ク、雨者 ノ關係
ノ・結核個龍 二就 テ全 ク隔々デアル｡更 二胸廓成

形術後同一症例二就 キ撒同測定 シタ結果テ比較

シテミルモ赤血球沈降速度 ノ動揺 ト基礎代謝ノ

動揺 トノ聞二特定 ノ平行關係 ノ如 キモノラ認メ

難 イ｡

VI胸 廓成形術 ニヨル基礎代謝ノ攣動 卜豫後

一 般 二逡 行 性 重 症 肺結 核 症 患者 ニ ノ・基 礎 代 謝 ノ

充 進 セル モ ノカ アル コ トノ・先 人 》調 査 ニ ヨ リ謹

明 セ ラ レ、余 ノ40症 例 ニ ヨル比 較 検 索 二於 テ

モ同様 ノ事 實 テ認 メ得 ル｡呼 吸 商 力重 症 患 者 二

於 テ比 較 的小 デ ア リ、 輕 症 患者 二於 テ比 較 的大

デ アル ゴ トモ余 ノ検 索 例 及 ビ社 本 氏 ノ成 績 二於

テ認 メ得 ル｡

胸 廓 成 形 術 後 臨 躰 締 過 ヲ観 察 シッ ツ呼 吸 瓦 斯 代

謝 テ追 跡 測 定 シ得 タモ ノ44例 二就 キ、 其 ノ期

間 内 二於 ケル臨 躰 経 過 ト呼 吸 瓦 斯 代 謝 ノ關 係 テ

検 索 スル ニ、郎 チ術 後 約1年 以 上経 過 ヲ観 察 シ、

且 ツ3同 以 上 二亙 リ呼 吸 瓦斯 代 謝 テ測 定 シ タモ

ノ24症 例 二就 テへ 術 後 術 側 肺 及 ビ封 側 肺 病 竈

ノ檜 悪 スル コ トナ ク良 好 ノ経 過 ラ トツ タモ ノノ、

23例 デ、1例 パ ガ 封 側 肺 二 室 洞 形 成 ヲ認 メ

タ"此 ノ良 好 ナ経 過 ヲ5ツ タ23例 中術 後 急 速

二輕 快 シタモ ノノ、20例(Nr.10,15,16,17,18,

19,23,24,26,27,29,30,31,32,33,34,35,36,37,

38)ラ 認 メ、残 絵3症 例(Nr.4,7,28)ハ 臨 抹土

増 悪 ノ・認 メナ カ ヅ タ ガ輕 快 ノ歩 調 ノ・緩 慢 デ ア ツ

タ｡之 レガ基 礎 代 謝 トノ關 係 二於 テ比 較 的 急 速

二輕 快 シ タ20例 ノ中11例(Na .16,23,26,27,29,

30,31,32,33,34,37)ノ ・術 前 術 後 共 二基 礎 代 謝 ノ、

正常 値範 園 内 二在 リ、6例(Nr.10,19,24,35,

36,38)ノ ・術 前 充 蓮 セ ル モ術 後 正 常値 範 園 二復

飾 シ固 定 シ7xモ ノ デ アルe1例(Nr.17)ハ 術 前

充進 ラ示 シ術 後 梢 丸甚 シ イ動 揺 ヲ認 メル｡2例

(Nr.15,18)ノ ・術 前 正 常 値 最 高界 二 存 シ術 後 潮

次 降 下 シテ正 常 平均 値 二接 近 シ タ、 輕 快 ノ歩調

緩 慢 デ アツ タ3例(Nr.4,7,28)ノ ・術 前 、 術 後共

二略 丸正 常 値 デ アル｡残 鹸 ノ1例INr.25)ノ ・術

前 基 礎 代 謝 充 進 シ、徳 後 一 時正 常 値 二接 近 シ、

其 後 再 ビ充 進 シ、 充 進 歌 態 ラ持 績 スル モ ノデ ア

ル ガ本 症 例 ハ 臨躰 所 見 二於 テ術 後 基 礎 代 謝 ノ正
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常 値 二接近 ト共 二輕 快 シ1年4ゲ 月 後 轟檜 悪 シ

封 側 肺 二 室 洞 形 成 テ認 メ、 其 ノ直 後 ノ測 定 二於

テハ 明 カ ニ充進冴 認 メル｡

次 二術 後6ケ 月以 上1年 以 内 ノ経 過期 間 内 二在

ツ テ3同 、以上 ～則定 シタモ ノ12例(Nr .39,40,41

42,43・44,45・47,48,50, .51,52)二 就 テ ハ術 前 術

後共 二正 常 値 範 園 内 二在 ル モ ノハ2例Nr.43,

52)デ 何 レモ臨 床所 見 二於 テ著 明 二 輕 快 シ タ｡術

前 充 蓮 ヲ示 シ術 後 急 激 二正 常 二復 蹄 シ タモ ノハ

3例(Nr.41,45,50♪ デ 共 二凝廷過 良 好 、 術 前 充 進

シ術 後 比 較 的緩 慢 二正 常 二 復 蹄 シ タ4例(Nr .

39,40,44,51)モ 経 過 良 好 ナ リ｡1例(Nr.48)ハ

衝 前備 後共 二充 進 シ、 胸 廓 成 形 術 二 由 ル特 別 ノ

影 響 テ認 メ ナ イ カ、 臨 駄 縄 過 二於 テ モ特 別 ノ注

目 ヲ要 スル黙 ナ 久 喀 庚 中結 核 菌 ノ、陰 性 トナ リ、

一 般歌 態 二攣 化 ナ ク普 通 二良 好 ナ ル経 過 テ トツ

テヰルe以 上 ノ10例 ハ各 時期 二於 ケ ル測 定 二

甚 シ イ動 旛 テ認 メナ イ｡更 二2例(Nr.42,47ル

ノ・術後 漸 次 降 下 シテー9%～12%迄 二至 ツ タ モ

ノデ アル ガ、 臨 躰経 過 二於 テノ・極 メテ良 好 ナ所

見 テ認 メル｡城

1ケ 月 以 上4ケ 月 以 内 ノ観 察 ラ経 タ8例(Nr .

誓
Vll

呼吸商 ハ胸 廓 成 形 術 後 、 術 前値 二比 較 シテ増 大

スル モ ノ、 攣 化 シナ イモ ノ及 ビ減 少 ス ル モ ノ ノ

三 類 テ認 メ得 ル｡郎 チ51症 例 中術 後檜 加 ラ認

メ タモ ノハ35i症 例 、墜 化 テ認 メ ナ イモ ノノ、4

症 例、 減 少 シ タモ ノハ12症 例 デ アル｡

術 前 二於 ケル呼 吸 商O.66～0.69テ 示 シタモ ノ

ノ・4例(Nr.17,43,45,50)存 ス ル モ 其 内1例

(Nri45)ハ 術 後O.74%、3例(Nr.17,43,50)ノ 、

術 後O.82--O、86二 増 大 シ タ｡而 テ前 者1例 ノ・

一 般 状 態 二於 テ術 前 二比 シ稽 ζ輕 快 テ認 メ
、 後

者3例 ハ叉臨 林 経 過 良 好 デ ア ツ タ｡術 前値0、70

～0・79テ 示 シ タモ ノ24例 中15例 ノ、術 後0 .81

～0 ｡93迄 檜 加9示 シ臨 林経 過 二 於 テ 叉 良 好 デ

ア ツ タガ其 内1例(Nr.25)ノ ・術 後1年4ケ 月 ニ

シテ封 側 肺 二 空洞 磁 成 スル ニ至 ツ タガ呼 吸 商

、 ⇔

(Nr.53,54,55,56,57,58,59,60)中6例(Nr.53,

54,55,58,59,60>ノ ・術 前 術 後 共 二 正 常 値 範 園 内

二 在 リ、2例(Nr.56,57)ノ ・術1前 充1進 テ認 メ タ

ま

力術後急激二正常値 二復蹄 シタモノデァツテ、

之等8例 ハ何 レモ臨詠縄過良好ナルヲ認 ムe

以上44症 例 テ通賢久ルニ術前術後共二基礎代

謝力正常値二在ルモノ20例 ハ術後 ノ臨林経過

良好ニシテ肺病攣二於 テ何等 ノ檜悪所見ヲ認メ

ナイ｡術 前基礎代謝充進 シ夫 レカ術後急激二正

常二復蹄固定 シタ11例 及 ビ術前充進値乃至正

常値最高界 ヲ示 シ術後漸次正常値二復蹄 シタ6

倒モ経過良好 デアヅテ術前二比 シー般二著明ナ

輕快 テ認 メタ｡術 前術後共二充進ヲ示 ス1例 二

於テノ・一般状態二特別ナ攣化ノ・ナイカ喀疲中結

核菌ノ・陰性 トナリ臨林上手術数果ノ・充分認 メ得

タ｡術 前充進 シ夫 レガ術後一時正常値 二接近 シ

突如再 ビ充進スルニ至ツタ1例 二於テノ、基礎代

謝 ノ正常埴接近 ト共ニー般臨林所見モ輕快 シタ

カ其後塘悪 ノ経過 テ辿 リ再ビ充進 ラ示 シタ時二

於テ撮影 シタ「レ」線爲眞二於 テ明カニ封側肺二

室洞形成 ラ認 メタ｡

呼吸商 卜豫後

二攣 化 テ見 ナ カ ツ タ｡術 前値0.80～0.89ヲ 示

シ タモ ノノ・21例 存 シ其 内術 後0.70～0.78二 低

下 シタ モ ノノ・4例 、0.80～0.89ラ 示 シテ攣 化

ラ認 メ ナ イモ ノノ、12例 、0｡90～0.97ニ 増 加 シ

タ モ ノノ・5例 デ ア ツ テ、 之 等21例 ハ術 後 著 明

二輕 快 シ良 好 ナ ル縄 過 テ ト ツ タ
｡術 前値0.93

及 ビ0・97テ 示 シ タ2例 ノ・共 二術 後0.84ラ 示

シ良 好 ナル経 過 テ トツ タ｡"

術 後 呼吸 商 ノ0.72～0.79ヲ 示 シ タ7例 ノ・臨 林

上 特 二注 目 スベ キ黙 テ認 メズ経 過 良 好 劣 ア ツ タ

ガ、 呼 吸 商 ノ大 ナ ル モ ノニ比 シ輕 快 ノ程 度 ノ・劣

ツテ ヰ ル コ トヲ認 メ得 ル｡術 後 呼 吸 商 ノ甚 シ ク

小 ナ ルモ ノハ2例(Nr.11,46)存 シ之等 ハ0.68

テ示 シ タ ガ、 コ ノ2例 ノ・共 二胸部 所 見 二於 テハ.

輕 快 ラ認 メ タカ、 腸 結 核 症 ノ増 悪 ヲ束 シ1例
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〈Nr.46)ハ 死 亡 シタe

呼吸 商 攣 動 ノ概 略 ハ2表 二示 ス通 リデ ア ツ テー

般 二術 前 呼吸 商 ガ正 常 値 ヨリ小 ナ ルモ ノハ術 後
襲

表

檜加 シ正 常 値 乃 至夫 レ以 上 工達 シテ ヰル コ トテ

知 ル.

更 二 之 ヲ詳 細 二検 討 ス レバ 呼 吸 商 ハ51症 例 中

2

論 一 趣 」 ・.6日.69}・.7日.7gl・ ・8日 ・8gρ ・9・司 ・971
0.66-0.69{4

嚇
_{

曲一一一 ぞマ

113 1
{

0.70-0.79 24 2 7114 1

0.80-0.89 21-{ 412 5

・.9・_0.97{2、_i_12 一

35症 例 ガ衛 後 増 加 シ.術 後0.79以 下 ヲ示 シ タ

28症 例 中18症i例 ガ術 後0.80以 上 二増 加 シテ

正 常 値O、82～O.85二 接 近 シ、 或 ルモ ノノ・之 ラ

超過 シテ0.90以 上 二至 ル ラ認 メル｡斯 ク正 常

値 乃 至 夫 レ以 上 二推 移 シ タモ ノ ノ臨 沐経 過ノ・1m

例 ノ ミ不 良 デ アツ タガ他 ノ・スベ テ良 好 デ ア ル.

術 後 肺 所 見 二於 テ 確 實 二 手 衛 数 果 ヲ認 メル モ

0｡6g以 下 二減 少 シ タ2症 例 二於 テ ノ・腸 結核 症

ヲ合 併 シ豫 後 ノ、不 良 デ ア ツ タ｡斯 クー 般 二呼 吸

商ノ・胸廓成形備後聡加 シテ正常値乃至夫 γ以上

二達スルモ ノガ多久 且ツ爾 ホ症例藪僅少デ嚴

密ナコトハ確言出束難 イカ臨休経過 ト平行牲 ヲ

有スルヲ認 メ得 ル｡且 ツ呼吸商ガ甚 シク小デ肪

二於 ケル病攣 ガ廣範園、蓮行姓ヲ示 サナイ場合

ニノ、腸結核症 ノ存在テ疑 ヒ得ペク、斯 ノ如キ症

例二封 スル胸廓成形術 ノ適用ハ深甚 ノ注意テ梯

フラ要 シ、術後甚 シク減少 シタ場合ニモ腸結核

症二封 スル注意 ヲ要 ス沙如 ク考ヘラレル.

VPt胸 廓成形術後死亡症例 二於 ケル呼吸瓦斯代謝

胸 廓 成 形 術 後 死 亡症 例 ハ6例(Nr.5,6,12,14,
な

20,46}ヲ 有 シ手 術 死2例 、 早 期 死1例 及 ビ晩 期

死3例 デ アル,、手輌 死2例 沖1例(Nr.6)ハ 術

後虚 腕 ニ ヨ リ1時 間10分 後 二死 亡 シ タモ ノデ

アル ガ術 前 基 礎 代 謝 ノ、十18.2%'7充 進 テ示 シテ

ヰ タ｡他 ノ1例(Nr｡14)ノ ・衛後10時 間 ニ シテ

漸 次 心 力 衰 錫 轟 ヨ リ死 亡 シ タモ ノデ剖 検 ニ ヨ リ

心筋 褐色 攣 姓 テ認 メ タ ガ其 ノ術 前 基 礎 代 謝 傘 ハ

十1.1%ヲ 示 シ全 ク正 常 値 二在 ツ タ｡.且 ツ雨 者

共 二呼 吸 商 ハ 夫 々0.81及 ビ0.83ヲ 示 シ正 常

デ7ツ タe早 期 死 ノ1例(Nr・12)ノ ・術 後 直 チ・…

脈 搏 頻 撒 微 弱 、 顔 貌 苦 悶 状 、 皮 慮 蒼 白、 意 識 漏

濁 ハ 無 イ ガ精 碑 梢 ㌃駿 揚 シ嘔 吐 ア リ脈 搏120、

龍 温37.2℃ テ示 シ、 翌 日一 般 歌 態 梢 為恢 復 シ

タ ガ第2手 術 日 ヨ リ輕 度 ノ意 識 漏 濁 ヲ認 へ 第

4手 術 日轟至 リ 意 識 漏濁 ノ 度 ヲ 増 シ瞳 孔 申等

大 、 封 光 反 鷹 呼鋏 キ上 肢 腱 反 射 存 スル モ下 肢 ノ

沫W輌 側 共Wi失 シ脈 搏 細 小 正 確 、 顔 面 右 孚側

及 ビ爾 側 大 腿 蔚 面 ∴赤 紫 色 斑 紋 ヂ生 ジ死 亡 シタ

モ ノ デ、 本 例 ハ術 前基 礎 代謝 二於 テハ+18・4%

ノ充 進 テ認 メ タガ、 呼 吸 商 ハO.81デ アツ テ正

常 値 ラ示 シa.晩 期 死 症 例 中 ソ1例(Nr.20)ノ ・

封 側 肺 二室 洞 ヲ含 ム進 行性 病 竈 ヲ有 シ術後 之 レ

ガ直 チ ニ士曾悪 シ同側 肺 ノ急 性 乾 酪 性 肺 炎 ヲ以 テ

35日 〔 二死 亡 シタ モ ノデ アツ テ、其 ノ基 礎 代 謝

・・十12.6%ノ 充進 テ認 メ、 呼 吸 商 ノ・0｡75ニ シ

テ梢 ヒ低 値 ヲ示 シタ｡他 ノ2例 ノ・夫 々 術 後9ケ

月 自及 ビ10ケ 月 目二腸 結 核 ノ壌 悪 テ以 テ死 亡

シ タモ ノデ アツ テ、術 前 基 礎 代 謝 値 ノ・1例(Nr.

5>二 於 テノ・-1.1%減 少 デ全 ク正常 デ、ア リ他 ノ

1例(Nr.46)二 於 テハ 十13.4%ノ 充 進 ヲ認 メ

タ礎

斯 ク ノ如 ク手術 面後 死 亡 シ、或 ハ手 術 二直接 ン

テ重篤 トナ リ死 亡 シ タ4症 例 ノ中1例 ハ心 筋障

碍 二檬 ル モ ノ デ其 ノ基 礎 代 謝 ハ 正常 デ ァツ タ

ガ、他 ノ3例 二於 テノ、何 レモ基礎 代 謝 ノ充遙 ヲ

認 メ テ ヰル事 實 ハ、基 礎 代 謝 充遙 ガ結 核 ノ活動

性 二關連 シ、 病 竈 夫 レ自身 ノ質 二或 ル程 度 關係
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表 3
灘

{甕i番
程{

度i號
}

年

齢

酸素消

費量cc

10分 間

炭酸測
斯排 出
量c¢
10分 間

呼吸商

1

實 測
基 礎

代 謝 値k
Kal・・ie)

E

基 礎

代 謝 値

(Kal｡ri6)

標 準i基 礎

代謝 率
(%)

脈搏藪

(1分間)

呼吸鍛

(1分間)

膣 温

(｡C)

赤 血 球

縮灘
時間値(

mm)

摘 要

輕.

`

症

1i26
2125
i

2055 1828iO・889 1528 一3 .9 61 14 36.5 2/5

2066 1948!0・942 1424 十4.6 56 22畜 36.6 2/4

3

4

5

25

26

26

2035 1815「 石.8911454
「

1490 一2 ｡4 62 20 36.3 6/13

2161 1861iO.861 1535 1479 一3.7 59 17 36.5 3/8

2300 2・・引 ・.873 1637 1587 十3.1 66 13 36.3 7/15

6 2150 205giO・957 1555 1467 十5.9 80 17 36.8 4/13

1974 1810iO.916 1417 1490 ・一4｡8 64 12 36.8 3/9

2184 1991:0.911 1566 1547 十1.2 60 11 36.8 9/18

2075 205010,987 1509 1507 十 〇.1 68 12 36.4 3/10

2198 1976{0・897 1572 1476 十6.5 64 15 36.2 9/23

・25

1726

8.25

925

1027

1124

12}20

1323

1427

1529

26

25

25

27

1945 156810,806 1367 1377 一 〇｡7 56 13 36.5 4/18

盟68 1952;0.7901730
韮

1634 十5.8 59 13 36.8 5/12

2175 1914{0.8801550 1475 十5.0 72 17 36.6 14/30

2236 1735{0・775-562 1426 十9.5 67 17 36.5 4/10

2075 18・71・ ・87・ 1477 1528 一3 .7 61 15 36.5 4/8

扁16

17

18

2123 1702 0,801 妥491 1384 十7｡7 57 15 35.9

2236 2035 0,910 1603 1524 十5.1 58 16 36.6 4/6

2462 1770 0,718 1701 1607 十5｡8 60 15 36.1 2/5

19

20

2537「 1951 0,769 1771

1496

1771 0.0 61 18 36.£ 10/19

25 2090 1887 0,902

皐

1 ユ5391-2.7166 15 36.0 5/11

重

症

21

22

21

30

2276 1556 0・683μ561 14321+9・0i76 10 36.8 13/27

2108 1683 0・798i1480 1559 一5 .oi81

i
17 37.0 17/40

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

30

35

24

23

24

23

31

25

28

26

1821 1635 0・897{1303 1375 一5 .2}62 18 36.0 7/12
竪2050

1865 0.9091470 1484 一 〇・9{76 16 36.6 14/24

2591 1844 0.711i1787} 1532 十16.61 76 20 37.1 31/55

2548 1919 0,753 1773 1540 十15.1 65 18 36.8 17/25

2061 1627 0,789 1444 1386 十4.1 72 12 36.7 59/77

2373 1770 0,745 1648 1368 十20.4 103;24 37.1 31/46

2409 2029 0,842 1705 1533 十11.2 66i17 36.5 22/36

2413 1995 0,822 1702 1420 十19.8 88116 37.2 36/45

2021 1704 0,843 1431 1360 十5.2

一

87 ㍉
18 37.0 1磯33

2007 1690 10,842 1420 1470 一3 .4 66 17 36.6 26/51
一

33 23 2393 176710,738 1661 1348 十23.2 98 27 38.1 33/56

34

35

26

22

2188 1571iO・718 1512 1355 十11.5 104 21 36.8 25/52
2046 1892}0・924 1471 1484

騨

一 〇.8 i62 13 36.8 18/48
36 24 2107 撫8{0・687 1447 1393 +3.8;63 13 36.4 20/47
37 30

24

24

26

1941 16090,828

i
iO.786

1370 1308
§十4

・7i80 18 37.1 110/120

2165 1702 1516 1513 +0.1i68 16 36.8 12/3138

139

140
2136 1726iO・708 1436 1367 十5.088 19 36.8 74/104

}2364 18｡｡i｡.76、1、6娼 1496 +10.1i87 20 37.0 3/7

㌦

ノ
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表 4

手
術
番
號

4

7

L…

年

齢

26

24

手術側、手術術式(載
除肋骨 及ビ横隔膜神

1経 麻 癖 術)、 手 術 日

(昭 和 年、 月、 日)

1-V(13.10.30)

R.VI一 訓13・12・11)

Phr.Ex｡(14.5｡25)

Korrek加rpL∬-V

(15｡11｡8)

●R
1-VI(14.4.30)

Phr｡Ex.(14.7.ユ)1

_i

I-V皿(14｡5｡28)i
i

Phr.Ex.

素
費
㏄

酸
消
量
10分 間

1853

2272

1994

2002

1786

1903

1854

1786

天
出

c
問

酸
排

c
分

炭
斯

量
10

9313

4117

1515

2613

ほ380
　

11561
L_

催 謬驚 諜樺 礎i脈丁
呼・吸 商1代 謝f直 イK",]Sf直代 謝 搏 分

蓋旨alo'長鷺alo十率(%)撒{翼

0.751・128911310

0.76⑤158511395

0.759:138911336

0.662【13)711261

バリ

6

Q
》

-

礎
り

り0

1

口

十

}
十

4ゆ8十

9:1;l!}藷

ドリ 　　

11275"-2.1

;1242i+7｡9　

76

85

75

76

70i

6gi

隷 温醸
撒胆(℃)

17i36.71

2017

2023

1945

60

56

71

6一9
臼

1508iO・81711306

149510.83711263

1268

1268

15900.7881113 1330

十2.9

-0;3

8i25

」

R.

1716 0.848

1685 O.866

8

3

餌

13

1

2

0.936

0.SO3

(14・8・1)1238動 137610｡786
　 　

1821

1433

1383

硲

17

21

61

十6.2

董2751十12.3

66

一
80

}62

㎝
70

leI2S

1273[十8.6162

12991_顧2｡3

18661十13.2

15511671i
_=一::=」

・十7.7

i2232iミ
Phr｡Ex｡(14.6.1)し

L.

1--VI(1.6.22)

i

0.8161572

2107
L15171・ ・719{
1738-iO｡8161

1457

1450

1311

1409{十11.4

142・ 圧2・6

1466{-1.1

1471-10.8

ト
『6δf1

.701

一寸 』「

Phr.Tom.(14.7.1)l
R・1一 一Vff(14 .7.9)

V皿 一IX(14.8｡17)

2129

1843 1602

23隻9 18藍9

0.869

lIO
.787{161511421

　 り

｡.駆4i、683i14｡7

十15.7

68}
76

66

63

67

62

20

㎜19

循

一20

一19

…17

一24

一21

一23

㎝22

}21

一17

一16

一17

一19

86.6

36.3

36.0

36｡1

署6｡o

{36
.1

_36｡4

136・4

36.2

36.0

、36.0

136.2

136
.1

36.7

36.2

17136・3

18136・1

{

1時閥値
瓶 時間値・(
mm)

93/108

90/121

10/37

24/58

6/16

14/33

6/25

12/26

3/-

17/42

5/17

12/25

33/62

11

13

「

25

32

30

26

25

L.

Phr.Ex｡(14.9.23)

1-V皿(14.10.3)

2452

1884

1679

1665{

i642-1

1605

0.883

2193

2084

塑誓塾」1851

卜V(14.11.7)242型

VI-V皿(・5｡4.27)1器

多器
響

畿

難
236げ

1827

1660

0｡748

0.770

0.861

1314
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成形術施行二當 リ、基礎代謝 ノ充進 テ認ムル患 考ヘル｡瀞

IX線 括

肺結核症患者ニシテ胸廓成形 術 ノ適 癒 アル場

合、之 レニ胸廓成形術ヲ施行スル時、患肺 ノ虚

脱二由 リ結核緬禮ハ全機的機能 二於テ如何 ナル

影響テ受 ケルモノナルカラ知 ラントノ意圖 ノ下

二呼吸瓦斯代謝 ノ測定ヲ企圖 シタ.検 索資料ハ

20歳 乃至39歳 ノ男子肺結核症患者96症 例ヂ

アツテ何 レモ精密ナル臨鉢経過観察 ラ経 タモノ

デアル｡而 テ何等 ノ肺虚脱療法ヲモ施行 シナイ

停止性輕症患者20例 、重症患者20例 及 ビ胸廓

成形術施行患者56例 ヨリ成 り胸廓成形術施行

駕



第6號 】 加 納=肺 結核症 二封 スル胸廓成形術 ノ経験 341

症 例 中16例 ノ・横 隔 膜 静経 麻癖 術 テ モ合 併 施 行

シ タ｡呼 吸 瓦斯 代 謝 測 定 法 ノ・Knipping氏 呼

吸 瓦斯 代 謝 測 定 装 置 テ使 用 シ、 所定 ノ術 式 ニ ヨ

リ1b分 間 ノ酸 素 溝 費 量 及 ビ炭 酸 瓦斯 排 出量 ヨ

リ被 測 定者1日 ノ代 謝 量 ヲKalorie二 換 算 シ

Harris-Benedict氏 ノ標 準 基 礎 代謝 値 二 比較 ス

ル ノ方 法 ラ探 ヅ タ｡

1.肺 二於 ケル結 核 病 竈 ガ極 メ テ限 局性 デ アル

停 止性 輕 症 肺 結 核 症 患 者20例 ノ基 礎代 謝 ハ標

準 値 二比 較 シテ+9.5%乃 至 一4.8%ノ 増 減 ノ間

二分 布 シ概 ネ正 常 値 テ示 シ 瓦 肺 二 於 ケル病 竈

ガ廣 範 園 且 ツ進 行 姓 デ ア ル重 症 患者20例 ノ基

礎 代 謝 ノ・十23.2%乃 至 一5.2%ノ 檜 減 ノ問 二分

布 シ十10%以 上 ル充進 テ示 シタモ ノハ8例 、 ±

5%ノ 間 ノ モ ノハ11例 、 正 常 値 高 界 ニ存 ス ル

モ ノ1例 テ得 タ｡更 二胸 廓 成 形 術 適 慮 症 患 者56

例 ハ+25、8%乃 至 一6.3%ノ 檜 減 ノ間 二分 布 シ、

25例 ノ・十10%以 上 ノ充 進 ヲ認 メ残 絵31例 ノ・略

≧正 常値 二 存 シ、 重 症 患者 ハ必 ラズ シモ常 二基

礎代 謝 ノ充進 ラ束 ス モ ノデ ノ、ナ イ ガー 部 二充 進

セル モ ノ ア リ、 且 ツ其 ノ充 進 ノ・輕 度 デ アル ト云

フ結 果 ヲ得 テ前 田、 耐 本、 菊 池 、 猪 狩 、Grafe,

Vogel-Eysern,Lanz,Roth,Ahlenstie1,Striek

u.Urra氏 等 ノ成 績 トー 致 ス ル ヲ認 メル｡更 二

Voge1｡Eysern氏 ハ・肺 結 核 症 ノ輕 重 ト基 礎 代 謝

充進 ト ノ間 ニー 定 ノ關 係 ア リ トシ、Strieku.

Urra氏 等 ノ・臨躰 上 ノ増 悪輕 快 等 ノ終 過 二極 メ

、テ屡 ≧平 行 ス ル トシ、Roth,耐 本 氏 等 ノ・活動 性

病 慶 ノ存 ス ル際 充進 ス ル トシ,Lanz氏 ノ・活 動 牲

ノ程 度 ト平行 ス ル ト言 フ モ、 之 等 二封 シSalus

u.Adler氏 等 ノ反 封 説 ガ アル ガ、余 ノ症 例 検 索

二 於 テ モ亦 病 竈 ノ廣 狭 二 關係 ラ有 ス ル モ ノデ ナ

久 其 ノ質 二 關係 ラ有 シ活 動 牲 病 竈 テ有 ス ル重

症肺 結 核 症 二於 テ ハ屋 ≧輕 度 ノ基 礎 代 謝 充進 テ

認 メル｡

2.基 礎 代謝 充進 度 ト赤 血 球 沈 降 速 穫促 進 度 ト

ノ間 二 關 係 ア リトスル モ ノ(Roth,Vogel-Eysern.

Strieku.Uraa,近 藤 、前 田、社 本 氏 等)有 ル モ

余 ノ検 索 資 料 二於 テハ、 基 礎 代 謝 充進 ラ示 ス モ

ノノ・概 ネ赤 血 球 沈 降 速 度促 進 ヲ認 メル カ、 赤 血

球 沈 降 速 度 促進 ヲ示 スモ ノガ必 ラ ズ シモ基 礎 代

謝 充進 ラ示 サ ズ、該 説 二反封 ス ル矢 部 、猪 狩氏 等

ノ成 績 ニ ー致 スル ヲ認 メル｡更 二艘 温 、 呼 吸 、

脈 搏 等 ノ間 ニ モ注 目 ス ベ キ關 係 ヲ認 メ得 ナ イ.

3.麟 吉核 症 患 者 二於8'ル 基 礎 代 謝 充進 ノ原 因

ノ・菊 池 氏 ハ 甲歌 腺 機 能 充 進 二求 メ、Cordier氏

ハ 甲状 腺 機能 充 進 並 二交 感 紳 経 緊 張 ノ層大 二 因

ル トシ、 猪 狩、Deisz氏 等 ノ・植 物 性 紳 纏 系 緊 張

二原 因 スル ト シ、Topper,Anne,Rub{n氏 等

ハ淋 巴器 官 ノ特 別 ナ關 與 ニ ヨル ト言 フ｡肺 二於

ケル結 核 病 憂 機 韓 ガ進 展 スル時 、 破 壊 組 織 蛋 白

質 分 解 産 物 乃 至結 核 菌 ノ代 謝 産 物 ガ生 艦 二毒 作

用 ヲ有 シ植 物 紳 経 系 テ刺 戟 ス ル コ トニ就 テハ 、

Rosenberg,松 村 氏 等 ノ研 究 ア リ、 肺 結 核 症 患

者 二植 物 紳 経 機 能 異歌 ハ存 スル コ トアル ノ、既 二

幾 多 ノ研 究 二 明 カナ ル所 デ アル、 更 二小 田、'菊

池 氏 等 ニ ヨ リ植 物 牲 紳 経 緊 張 異 駄 ハ呼 吸 瓦 斯 代

謝 ト密 接 ナ ル關 係 テ有 ス ル コ トガ示 唆 セ ラ レ、

太 縄 氏 ノ・肺 結 核 ノ活動 性 ノ・結 核 菌毒 拉 二結 核組

織 産 出物 ノ作 用 二封 尋 ル生 盟 反 癒 ノ表 現 ナ リ ト

シ、 コ ノー 系 ノ現 象 ヲ表 現 ス ル モ ノノ・植物 性 機

能 デ アル ト設 イ タ ガ、 之 等 ノ思 想 ラ要 約 ズ レバ

肺結 核 ノ活動 性 ト呼 吸 瓦斯 代 謝 ノ間 ニノ・密 接 ナ

ル關 係 ラ有 シ、Salusu,Adler氏 等 ノ・基 礎 代

謝 ヲ以 テ結 核 ノ活 動 性 ヲ推 察 スル ニ反 封 スル ト

難 モ、植 物 姓 紳 経 系 累 張 異 歌 ニ ヨ リ個 罷 ノ全 機

的機 能 二攣 調 ヲ束 シ、夫 レノ・生 艦 ノ新 陳 代 謝 異

常 ラ結果 シ、 基 礎 代 謝 異 常 ト潮 テ表 象 サ レル コ

トノ・明 カ デ、之 ノ意 味 二於 テ胸 廓 成 形 術 ニ依 リ、

衛 前 二基 礎 代 謝 充 進 ヲ示 シタ モ ノ ガ正 常 二復 蹄

スル事 實 ノ・肺結 核 症 ノ活 動 性 テ抑 制 スル モ ノ ト

シテ重 大 ナ ル意 味 ヲ有 スル モ ノ ト考 ヘ ル｡

4.肺 結 核 症 患 者 ノ呼 吸 商 二就 テハ 、 余 ノ測 定

資 料96症 例 二糠 レバ0.C6乃 至0.98ノ 問 二分

布 シ タ｡之 ラ停 止 姓輕 症 患 者20例 二就 テ ミル ニ

最 低0.71最 高0.鰺 算 術 平 均 ノ・0.87デ ア ツ テ

正 常 値 以 上 ラ示 ス モ ノノ・14例 存 ス ル モ、重 症 患

者20例 二就 テ ノ、最 低0.68、 最 高0.92算 術 年 均

'
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療

ハ0.79デ ア ツ テ正 常 値 以 下 テ示 ス モ ル12例 存

スル ラ認 メ停IL性 輕 症 患 者 二於 テハ 重 症 患 者 ヨ

リモ呼 吸商 ハ …般 二大 デ アル｡呼 吸 商 ハ 生罷 内

二於 テ燃 嶢 シ タ有 機 成 分 ノ創 合 二左 右 サ レル モ

ノデ ァ ツ テ、 重 症 肺結 核 症 患者 二於 テハ 含 水炭

素及 ビ蛋 白質 ノ燃 嶢 ラ減 ジ脂肪 ノ燃 嶢 ヲ檜 加 ス

ル 爲 デ アル トセ ラ レルeAnthonyu.Kowitz

氏 等 ハ重 症 患 者 二 於 テ呼 吸 商 ノ 小 ナ ル モ ノ多

久 原 因 ハ 含 水 淡 素 代 謝 障 碍 二 由 ル ト㍉シテ ヰル｡

就 本 氏 ノ測 定 ニ ヨ レバTurban-Gerhardt氏 ノ

分 類 ニ ヨル第1期 肺結 核 症 デハ0.93、 第2期 デ

ノ・O.89、 第3期 重症 デノ・0.73デ 重 症 者 程 小 デ

ア ル ガ、 余 ノ測 定{直二於 テ モ重 症 者 程 小 デ アル

コ トヲ認 メル.

5｡肺 結 核 症 患者 二胸 廓成 形術 ヲ施 行 ス ル時 呼

吸 瓦斯 代謝 二 如 何 ナ ル攣 動 テ及 ボ ス カ、換 言 ス

レバ胸 廓 成 形 術 ニ ヨ リ結 核 飼艦 ガ其 ノ全 機 的 機

能 ノ上 二如何 ナ ル影響 ヲ受 ケル カ ト言 フ胴題 ハ

近 來肺 結 核 症 ノ有 力 ナー治 療 法 ト シテ嚢 展 シタ

胸 廓 成 形 術 ノ研 究 二當 リ重 要 ナ 基 礎 的 閥題 ノー

ツ デ アル ト考 ヘ ル.余 ハ 齢 症 例 ノ胸 廓 成 形 術

適 懸 症 患 者 二就 キ呼 吸 瓦斯 代謝 ヲ測 定 シテ之 レ

ニ胸 廓 成 形 術 チ施 行 シ、其 内16症 例 ニ ハ更 ニ

横 偏 摸神 纒 嫌 鼻術 ヲ モ合併 施 行 シ、 術 後経 過 テ

追 跡 シ ツ ツ呼 吸 瓦斯 代 謝 チ測 定 シ タモ ノガ51

症 例 二及 ン先 術 後結 核 個膿 ノ結 核 其 ノモ ノニ
モ

關 スル呼 吸 瓦斯 代謝 ノ攣 動 ヲ知 ル爲 ニハ 測 定 ノ

時 期 二關 シ周 到 ヵ ル考慮 ヲ彿 フ稽 キ ゴ トハ必 須

條 件 ノー ツ デ ア ツ テ、 手 術 的 侵墾 乃 至 外 傷 二由

ル組 織 破 壌 幾縛 ノ存 ス ル時 、 呼 吸 瓦斯 代 謝 ニ甚

大 ノ攣動 チ認 メ ル コ トハ 長 内、 園野 氏 等 ノ研 究

ニ ヨ リテ示 唆 セ ラ レタ所 デ ア ル鑑 余 ハ「レ」線像

上 胸 摸 外 死 膣 内瀦 溜 液 ノ清 失 シ、 全 身状 態 ノ安

定 セ ル以 後 、 即 チ概 ネ4～5週 日以 後nリ 測 定

テ開 始 シ タ｡術 前衛 後 二就 キ測 定 ヲ完 了 シ タ51

例 ノ成 績 ハ次 ノ如 ン.

(1>術 前 二於 ケル基 礎 代 謝 ハ+25｡8%乃 至 一6.

3%ノ 壇 減 ノ間 二分 布 シ 十10%以 上 ノ充 進 ヲ示

シ タ モ ノハ22症 例 存 シ他 ハ正 常 値 乃 至 其 レニ

近 イ値 ヲ示 シ タ.

(2)術 前+10%以 上 ノ充進 ヲ示 シ タ22癒 例 ノ

内、術 後13症 例 ハ豫1則標 準 値 二 ±5%以 内 二於
ゆ

テ、6症 例 ハ±10%以 内 ニ於 テー 致 スル ニ到 リ、

3症 例 ノ ミガ依 然+10%以 上 ノ冗 進 ヲ持績 シ胸

廓 成 形 術 ニ ヨ リ影 響 ヲ受 ヶズ｡

(3)術 前+6%乃 至+9%ノ 充 進 、 郎 チ正 常 値

ノ高 界 二存 シ タ7症 例 ハ衛 後 ±5%以 内 二復 蹄

シ タモ ノ5例 、-6%乃 至 一12%ノ 問 二降 下 シ

タモン2例 存 シ、 一 般 二梢 丸降 下 シ正 常 値 ・:一復

鯖 スル モ ノカ多 イ.

(4)術 前 士5%ノ 間 二存 シ タモ ノ21症 例 ハ術

後16症 例 ガ±5%ノ 欄 二、5症 例 カー6%以 下

二降 下 シ タ.

(5)術 前 一6.3%テ 示 シ タ1例 ハ術 後 全 ク正 鴬

値 二復 蹄 シ タ.

(6)術 後 一6%以 下 ノ値 テ示 シ タ12症 例 ノ・何

レモ 正常1直 ノ誤 差範 園 内 ニ ア リ、 異 常 ナ ル降 下

ヲ見 ナ イ｡

即 チ胸 廓 成 形 術 ニ ヨ リ、 術 前 基 礎 代 謝 ノ充 進 セ

ル モ ノハ 大 部 分 力正常値 二復 蹄 シ、 一 小 部 分 ガ

花進 テ持 緬 シ、 術 前 正常 ナ ル モ ノハ術 後 モ正 常

デ ァ リ、 異 常 降 下'・見 ル デ得 ナ カ ツ タ｡肺 盧 睨

療 法 ト基 礎 代 謝 ル間 ノ關 係 二就 テ ハ菊 池、今 橋.

小澤 、Lanz,Hermusu.RUttgers,Bluhm氏

等 ノ研 究 ガ在 ッ テ、稻 田 氏 ハ結 核 組 織 成 生 物 吸

牧 ノ見 地 ヨ リ、.人 工氣 胸 ニ ヨ リ肺 テ盧 脱 セ シメ

ル時 、肺 二於 ケル 吸牧 機轄 ノ抑 制 ニ ヨ リ基 礎代

謝 ハ當 然 低 下 セ シ メ得 ベ シ ト言 ヒ、Lanz氏 モ

亦 人 工氣 胸 ニ ヨ リ 基 礎 代 謝 ノ低 下 ス ル ヲ報 告

シ、Hermusu.RUttgers氏 等 ハ長 時 間人 工 氣

胸 ヲ綴 緬 ス ル時 ハ 充 進 シテ ヰ タ基 礎 代 謝 ノ・正 常

二復 蹄 ス ル ト言 フ｡更 二菊 池 氏 ハ氣 冠幻開 始 前基

礎 代 謝 ノ正常 ナ ル モ ノハ氣 胸 ニ ヨル攣 化 ハ著 明

デ ナ ク、 氣 胸 開 始 前 高 値 ヲ示 ス モ ノニ ァ ヅ テハ

慨 シテ基 礎 代 謝 ノ降 下 ヲ見 、 夫 レハ2～3同 施

行 後 著 明 トナ リ、 而 モ基 礎 代 謝 高 ク氣 胸 ニ ヨ リ

影 響 テ受 ケ ナ イ モ ノ及 ビ高低 常 ナ キ者 ノ・豫 後 不

良 ナル モ ノ ノ如 シ ト報 告 シタ.一 方Salusu｡
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Adler氏 等 バー 側 入工 氣 胸 ノ・基 礎 代謝 「二影 響 ラ
　

及ボサズ5シ 、Bluhm氏 モ亦人工氣胸ニヨリ

攣化 ラ見ズ トシテ反封設 ヲ探ル.更 二之 力胸廓

成形衛二關 シテハ其 ノ業績ヲ見ルコト極 メテ僅'

少 デ、僅 カニLanz氏 ハ3例 ノ實験 テ以テ胸廓

成形術後基礎代謝ノ・低下スル トナ シvBluhm氏

ハ4例 ノ實験テ以テ攣化 ラ認 メズトナ シ、此塵

二相反スルニ説封立スルノ黙態デアルガ㌧何 レ

唾 實験例僅少デアリ且 ツ測定時 ノ條件二關 シテ

モ記載不備 ノ貼 テ有 シ信 ヲオク能ノ・ズ｡余 ノ實

験資料51症 例 ノ成績 ヨリ見 レバ、術前基礎代

謝 ノ充進 セル22症 例中術後19症 例 ガ正常二復

蹄 シ、3症 例 ノミ充蓮状態 ヲ持績 シ、更 二術前

正鴬値ニアルモノハ術後 モ正常値ラ示 シ、胸廓

成形衛ニヨル結核肺組織 ノ歴縮ニヨリ局所 ノ脈

流障碍テ生起 シ毒性物質吸牧機轄 ラ抑厘 シテ植

物性機能 テ或ルモノニ於 テノ・常態二復蹄セシメ
が

得ル トノ理論 トー致 スルモノト考へ得テ、之 ノ

観鮎二於テ胸廓成形術ハ結核個禮 ノ全機的機能

上二好影響ラモタラスモノト考ヘル｡

6.胸 廓成形術後酸素消費量ノ、51例 中16例 ガ

稽 ≧著明二減少 シ、檜加 シタモンノ・5例 デアツ

テー般二減少乃至不憂デアル｡炭 酸瓦斯排出量

ハ稽 丸著明 ノ減少 ヲ示 シタモノバ9例 デアツプ

ー般二攣化少 シ.

7.胸 廓成形術後 ノ呼吸瓦斯代謝 ト禮温、呼吸

撒、胸廓呼吸運動、脈搏数 トノ間二特別 ノ關係

テ認 メズ、赤血球沈降遽度 トノ間二於テへ 基

礎代謝充進 セルモノノ・概 ネ赤血球沈降速度 ノ促

進 テ認 メルカ夫 レ以外何等特定 ノ相關關係 テ認

メ難 イ｡
も つ

8.胸 廓成形術ニヨル基礎代謝 ノ攣動 ト豫後二

關 シテノ、、術前基礎代謝充進テ示 シ術後正常 二

復蹄シタモ ノ、術後モ尚ホ元進 ラ持績ズルモノ

X結

1.停 止性輕症肺結核症二於 テハ基礎代謝異常

テ認メナイガ、重症肺結核症二於テハ屡 丸輕度

ノ基礎代謝充進プ認 メル｡而 テ基礎代謝充進ハ

及 ビ術 前術 後 共 二 正常 ナ ル モ ノモ余 ル観 察 期 間

内 二於 テ ハ 其 間 二著 明 ノ差 異 ラ 裂 見 スル ヲ得

ズ｡ご 様 二良 好 デ アツ タガ、 術 前 充進 ヲ示 シ タ

1例 二於 テ術 後 正 常値 二接 近 シ夫 レガ再 ビ充 進

シ、 同時 二封 側 肺 二室 洞 ヲ形 成 シ タモ ノガ アル

ガ、 尚 ホ之 ノ貼 二關 シテ ノ・余 ノ症例 ガ豫 後 不 良

ノモ ノ少 キ ト観 察 期 間 二於 テ不 足 ス ル所 アル 爲

正 確 ナル結 果 ヲ暴 ゲ得 ナ イ｡

9.豫 後 ト呼 吸 商 二關 シ テハ、 呼 吸 商 ガ生禮 内

二於 ケ ル有 機 成 分 燃 焼 ノ割 合 二關 係 テ有 シ、 輕

症患 者 二於 テ 大 ナ ル値 ラ ト リ、 重 症 患 者 二於

テ小 ナ ル値 テ トル コ ト ノ・余 ノ成 績 二於 テ モ、

Anthonyu.Kowitz,耐 本 氏等 ノ研 究 ニ ヨツ テ

モ ヨ クー 致 シ認 メ得 ル｡術 前0.66乃 至0.69デ

示 シタ4症 例 ハ共 二術 後 正 常値 二復 蹄 乃 至接 近

シ、 術 前0.70乃 至0.79テ 示 シ タ24症 例 ノ内

15症 例 ノ・正 常 値 乃 至 夫 レ以 上 二達 シ、術 前0.80

以 上 ノモ ノノ・殆 ン 捗正 常値 乃 至 夫 レ以 上 ノ値 テ

示 シ タ｡而 テ正 常 値 乃 至 夫 レ以 上 ノ値 テ示 スモ

ノ ノ晦 林 経 過 ノ・正 常 値 以 下 ノ値 テ示 スモ ノノ夫

レ ヨ リー般 二良好 デ ア ツテ、 殊 二 術 後 呼 吸商

0.68二 低 下 シ タ2症 例 二 於 テ ノ・胸 部 所 見 ノ好

轄 ニ モ拘 ラズ腸 結 核 症併 登 ニ ヨ リ不 良 ノ経 過 ラ

探 ツ タ コ トノ・注 目 スベ キ デ,呼 吸商 ノ・臨林 経 過

ノ良 否 ト平 行 性 ヲ有 ス ル テ認 メ得 ル｡

10.手 術 死 及 ビ手 術 二直 接 シ テ重 篤 トナ リ死 亡

シ タ4症 例 ノ内1例 ノ、心筋 障 碍 ノ存 シ タモ ノデ

術 前 基 礎 代 謝 ハ正 常 デ アツ タ ガ、 他 ノ3症 例 ハ

術 前基 礎 代 謝 充進 ヲ認 メ、 之 レガ スベ テ手 術 二

引緬 キ重 篤 トナ リ死 亡 シ タ事 實 ノ、、 活 動 性 病 憂

及 ビ植物 悸機 能 異 當 ノ存 スル時 、 胸 廓 成 形 術 ノ

如 キ大 ナ ル侵 襲 ヲ要 ス ル虚 睨療 法 テ施 行 スル コ

トノ・深 甚 ノ注 意 ラ彿 フベ キ テ要 求 スル モ ノデ ア

ルレo

論

肺結核 ノ活動性 ト關聯テ有 シ、基礎代謝充進 テ

示 スモ ノハ概 ネ赤血球沈降速度 ノ促進 ヲ認 メ

ル｡然 シ罷温、呼吸、賑搏 トノ問二注目スベキ
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栢關關係 テ認 メズ.

2.胸 廓成形術二際 シ術前基礎代謝 ノ充進 セル

モノハ、胸廓成形術ガ充分二完全二施行 セラレ

タ時ハ其 ノ大多敷ハ基礎代謝ガ正當二復蹄 スル

ヲ認 メル登然 シ少教 ノ復蹄 シナ イモ ノモ存 ス

ル.基 礎代謝 ガ正常デアル場合ニハ胸廓成形術

ニ ヨリ影響 ラ受 ケルτ珪 ナク正常デアル｡術 後

基礎代謝 ガ正常二復蹄 シタモへ 充進 舛 腰 ス

ルモノ及ビ術前衛後共二正常ナルモノモ臨林経

過二於 テ著明ナル差異ハ認 メ難 イ.術 後降下 シ

タ基礎代謝 ガ再ビ充進 スル時ハ檜悪 ヲ考 フベキ

ア ア ノレ¢

3.胸 廓成形術ノ・活動性肺結核症 テ非活動性轟

轄 ぜシ乳 結核個罷 ノ全機的機能二改善 ヲモタ

ラズ｡

4,停 止性輕症肺結核症患者 ノ呼吸商ハ重症患

者 ノ呼吸商 ヨリ大 ナリ.呼 吸商ハ臨躰所見上 ノ

病症輕重二李行關係 ヲ有 ス.呼 吸商 ノ小ナルモ

ノモ胸廓成形術ニヨリ著 シク改善 セラレ正常値

二復蹄 シ、臨林経過 トヨクー致 スル｡術 後O.70

以下二低下 シタ場合ハ肺所見二於 テ良好ナル手

術数果ヲ認ムルモ豫後不良 ノ場合多 シ｡
ま

5.基 礎代謝 ノ充進セル患者二胸廓成形術 ノ如

キ大 ナル侵襲ヲ要 スル肺虚脱療法 ラ施行 スルニ

際 シテハ深甚 ノ注意ヲ彿 フベキデアル｡

欄筆スルニ臨 ミ御指導及 ビ御校閲 テ賜 リタル恩

師前田教授 二深甚 ノ謝意 ヲ捧ゲ、御鞭捷 テ恭フ

セル木村猛明博士西野重孝博 士二拝謝ス｡
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